
◆企 画 名  茶道体験 

日  程  平成 26年 5月 8日（木） 

場  所  新関西大学会館南棟３階 国際部多目的室 

参加者数  24名（ピア・サポータ 11名、研修生 2名、日本人学生 2名、留学生 9名）  

目  的 

・留学生に日本文化の１つである茶道にふれてもらい日本の文化を学んでもらう。 

・日本人学生もなかなか体験することのないお抹茶を体験してもらい、日本の文化を再確

認してもらう。 

・一緒にお抹茶体験をしながら留学生と日本人学生の交流を深めてもらう。 

内  容 

14:40～ 会場準備 

15:15～ 集合・受付 

15:30～ あいさつ・自己紹介 

15:40～ 説明・お抹茶体験 

    （1回につき 8名ずつ体験してもらう） 

17:00～ 写真撮影・アンケート記入 

17:15  あいさつ・企画終了 

効  果 

・この企画の目的通り、参加してくださった留学生と日本人学生が茶道体験を通して交流 

することができた。さらに小澤清風園さんの協力のもと、本格的な茶道体験を行う    

ことができた。結果、参加者の満足度も高かった。 

・ブリッジメンバーも当日体験でき、そのおかげで参加者に細かいところまで教えたり、 

アドバイスもすることができた。 

・台本をしっかりと作成していたので当日参加のメンバーを含めスタッフ全員がスムーズ 

に動けた結果、予定通りスムーズに企画は進み、さらに研修生たちが参加者に対して交 

流促進や写真撮影などよく動いてくれていた。 

改 善 点 

・LINEへの反応の悪さ、ミーティングの集まりの悪さ→直接会える時間をまずきめるべ 

きだった。そうすることで当事者意識が持て LINEの反応もよかったのかもしれない。 

改善されない場合は Skypeの利用を検討すべきである。 

・他人に任せすぎていた→気づいたら自分が動く。 

・企画担当者のモチベーションの低さ→事前準備からもっとしっかりやっておく。 

・当日メンバーのやる気の低さ→前日までに参加メンバー全員のミーティングを行う。 

感  想 

・このイベントに参加してくださった方全員がこの企画に 

満足してくださり、楽しんでくれて良かった。 

・企画を通し見つかった反省すべき点を改善し、今後の企   

 画、運営に活かしていきたい。 

 


